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 ・ARモデルを用いた時のfrequency response fmction，nykist曲線，power spectra1density，gain，
  phase，coherencyとrelativeerror等の図







          順序尺度データ分析と健康診断反応について
























            鯨類資源のベイズ型モデルによる解析
                                   中 村   隆
 水産資源解析学の分野では，漁獲の時系列的年齢組成データ（catch－at－agedata）を対象とするマル
チコホート解析と呼ばれる方法が知られており，漁獲の年齢別選択性あるいは年齢依存の自然死亡係数，
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 時系列の解析と制御のためのプログラムパッケージであるTIMSAC（Time Series Ana1ysis and
Contro1）は次のような構成になっている．
 1．TIMSAC72「ダイナミックシステムの統計的解析と制御」，サイエンス社，赤池弘次，中川東一郎
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